
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

目

次

担

当

課

（

室

）

【

告

示

】

○

食

品

衛

生

管

理

者

及

び

食

品

衛

生

監

視

員

の

養

生

活

衛

生

課

成

施

設

の

名

称

の

変

更

○

急

傾

斜

地

崩

壊

危

険

区

域

の

指

定

防

災

砂

防

課

○

〃

〃

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

の

指

定

の

解

除

〃

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

等

の

指

定

〃

【

公

告

】

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

届

耕

地

課

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

及

び

就

任

届

〃

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

警

察

本

部

会

計

課

【

企

業

局

】

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

総

務

企

画

課

岡

山

県

公

報

平成２９年５月１９日 第１１８８９号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
七
号

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
四
十
八
条
第
六
項
第
三
号
及
び
食
品
衛

生
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
九
号
）
第
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
登
録

を
受
け
た
食
品
衛
生
管
理
者
及
び
食
品
衛
生
監
視
員
の
養
成
施
設
（
以
下
「
登
録
養
成
施
設
」
と
い
う
。
）

の
設
置
者
か
ら
、
同
令
第
十
六
条
（
同
令
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
登
録
養
成
施
設
の
名
称
を
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

変
更
前
の
登
録
養
成
施
設
の
名
称

岡
山
理
科
大
学
理
学
部
臨
床
生
命
科
学
科
食
科
学
コ
ー
ス

二

変
更
後
の
登
録
養
成
施
設
の
名
称

岡
山
理
科
大
学
理
学
部
臨
床
生
命
科
学
科
基
礎
医
科
学
コ
ー
ス

三

変
更
年
月
日

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

平成２９年５月１９日　岡山県公報　第１１８８９号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
八
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
区
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

草
ヶ
部
西
地
区
（
追
加
）

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
十
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一

号
と
十
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

岡
山
県
岡
山
市
東
区
草
ヶ
部
字
屋
敷

一
九
四
番

一
号

〃

〃

〃

〃

〃

一
九
六
番

二
号

〃

〃

〃

〃

字
屋
敷
辺
り
一
七
四
〇
番

三
号

〃

〃

〃

〃

〃

一
七
四
四
番

四
号
及
び
五
号

〃

〃

〃

〃

〃

一
七
四
二
番

六
号
及
び
七
号

〃

〃

〃

〃

字
屋
敷

一
九
三
番

八
号
か
ら
十
号
ま
で

平成２９年５月１９日　岡山県公報　第１１８８９号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
九
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
区
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

中
庄
地
区

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
二
十
二
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標

柱
一
号
と
二
十
二
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

岡
山
県
倉
敷
市
児
島
小
川
四
丁
目
二
六
四
七
番

一
号
及
び
二
号

〃

〃

〃

二
六
四
八
番

三
号

〃

〃

〃

二
六
四
九
番
五

四
号
か
ら
七
号
ま
で

〃

〃

〃

三
〇
九
八
番

八
号

〃

〃

〃

三
〇
九
六
番
一

九
号

〃

〃

〃

三
〇
九
九
番
三

十
号
及
び
十
一
号

〃

〃

〃

三
一
〇
三
番
七

十
二
号
及
び
十
三
号

〃

〃

〃

三
一
〇
三
番
六

十
四
号

〃

〃

〃

三
一
一
三
番

十
五
号

〃

〃

〃

三
一
二
六
番
一

十
六
号
及
び
十
七
号

〃

〃

〃

三
一
二
五
番

十
八
号

〃

〃

〃

三
一
二
四
番

十
九
号
及
び
二
十
号

〃

〃

〃

三
一
二
三
番
二

二
十
一
号
及
び
二
十
二
号

平成２９年５月１９日　岡山県公報　第１１８８９号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
九
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
都
窪
郡
早
島
町
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

指
定
を
次
の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
を
解
除
す
る

な
る
自
然
現
象
の
種
類

区
域

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
矢
尾
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て
、
「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

県
備
中
県
民
局
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平成２９年５月１９日　岡山県公報　第１１８８９号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
窪

郡
早
島
町
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指

定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
砂
災
害
警
戒
区
域

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
矢
尾
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域
及
び
法
第
九

な
る
自
然
現
象
の
種
類

条
第
二
項
括
弧
書
に
規
定

す
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域

等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防

止
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
施
行
令
（
平
成
十
三

年
政
令
第
八
十
四
号
）
で

定
め
る
衝
撃
に
関
す
る
事

項

平成２９年５月１９日　岡山県公報　第１１８８９号



四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
早
島
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

四
二
三
Ｋ
矢
尾
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て
、
「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

県
備
中
県
民
局
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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〔
一
六
〇
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

美
山
川
土
地
改
良
区

二

退
任
役
員

退
任
役
員

住

所

理
事
監

氏

名

事
の
別

丸
川

辰
夫

小
田
郡
矢
掛
町
上
高
末
一
八
一
四

監

事
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〔
一
六
一
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

香
々
美
土
地
改
良
区

二

退
任
及
び
就
任
役
員

退
任
役
員

就
任
役
員

住

所

理
事
監

氏

名

氏

名

事
の
別

水
嶋

一
昭

水
嶋

一
昭

苫
田
郡
鏡
野
町
香
々
美
四
八
一

理

事

水
杉

喜
行

〃

〃

〃

一
二
一
九－

一

〃

山
根

隼
人

山
根

隼
人

〃

〃

〃

七
一
七

〃

産
賀

幹
雄

〃

〃

〃

三
九

〃

斉
藤

明
弘

斉
藤

明
弘

〃

〃

〃

二
八
八

〃

渡
辺

琢
二

〃

〃

〃

七
二
七－
五

〃

中
尾

清
則

〃

〃

〃

四
五
二

〃

高
宮

淳

高
宮

淳

〃

〃

〃

三
九
九－

一

〃

長
石

忠
彦

長
石

忠
彦

〃

〃

〃

九
〇
七－

一

〃

大
林

陽
助

〃

〃

公
保
田
四
三
五

〃

高
宮

義
和

〃

〃

香
々
美
一
五
〇

監

事

武
田

治

〃

〃

〃

五
〇
一

〃

中
尾

忠
志

〃

〃

〃

九
〇
三－

一

〃

中
尾

忠
志

〃

〃

〃

〃

理

事

高
宮

義
和

〃

〃

〃

一
五
〇

〃

小
林

卓
也

〃

〃

〃

四
五
一

〃

武
田

砂
夫

〃

〃

〃

六
二
八

〃

水
杉

和
史

〃

〃

〃

一
二
一
九－

一

〃

赤
木

郁
夫

〃

〃

公
保
田
三
七
八

監

事

産
賀

幹
雄

〃

〃

香
々
美
三
九

〃

渡
辺

琢
二

〃

〃

〃

七
二
七－

五

〃
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〔
一
六
二
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の

と
お
り
契
約
の
相
手
方
等
を
決
定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
役
務
の
名
称

交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
保
守
業
務

二

契
約
期
間

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
規
制
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
二
番
六
号

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

五

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

住
友
電
工
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

東
京
都
文
京
区
関
口
一
丁
目
四
三
番
五
号

六

契
約
金
額

六
八
、
五
八
〇
、
〇
〇
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
五
、
〇
八
〇
、
〇
〇
〇
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

八

随
意
契
約
の
理
由

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め
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◎
岡
山
県
企
業
局
公
告
第
一
号

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
契

約
の
相
手
方
等
を
決
定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
九
日

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者

佐

藤

一

雄

一

特
定
役
務
の
名
称

水
島
中
央
監
視
制
御
設
備
保
守
点
検
委
託

二

契
約
期
間

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
企
業
局
総
務
企
画
課

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

五

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
日
立
製
作
所

広
島
県
広
島
市
中
区
袋
町
五
番
二
五
号

六

契
約
金
額

三
五
、
六
四
〇
、
〇
〇
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
二
、
六
四
〇
、
〇
〇
〇
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

八

随
意
契
約
の
理
由

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め
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